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Abstract: The purpose of this paper (Part2) is to grasp the local characteristic of the Haneda district. I walked to the city with the 
expert. The local characteristic of the Haneda district is following, ｢Backbone of the city｣,｢Culture of the sea｣ and ｢local 
community｣ 
 
１.はじめに―前稿では,小学校の｢総合的な学習の時

間｣において海辺の文化･歴史を学ぶ取り組みを行うに

は,その学習プログラムが必要となることを捉えた. 

そこで本稿では,その学習プログラムを構築すべく,

大田区内でも海が現存する羽田地区を対象に,当地区

の海辺に関する地域学習として学ぶべき当地区の地域

特性を明らかにする. 

２.研究方法―羽田地区の地域特性を捉えるため,文献

調査[１]～[４]とともに,有識者とのまち歩きを通じたヒア

リング調査を行う(Table 1). 
３.結果および考察―上述した調査により,羽田地区の

地域特性としてTable 2に示す,｢まちの骨格｣｢史跡｣｢人

との繋がり｣といった３つの特徴と、それらに関する地

域資源の分布(Figure 1)を捉えることができた.以降で

はこれらの特徴を述べる. 

(１)まちの骨格―当地区にはまちの｢方位付け｣として

地区方向の呼び方が存在する.多摩川方面を｢オモテ｣,

その逆方向の大森方面を｢ウラ｣と呼び,旧羽田村の中

心である萩中方面を｢カミ｣,その反対側の海老取川方

面を｢シモ｣としている.それに従うように当地区には

東西に延びる｢本羽田通り｣｢ナカ通り｣｢ウラ通り｣の３

本の主要道がある.それらを繋ぐ南北に細く入り組ん

だ路地は７回曲がることから｢七曲り｣と称され,現在

も神輿の渡御経路になっている.また｢本羽田通り｣の

幅員は江戸時代のままであり,その当時にしては広い

幅員であったことから主要な通りであった.そのため

当時の祭りの際には住民も着飾り,多くの夜店が連な

るなど,賑わったとされる.｢羽田道｣は羽田地区と大森 
 
 

 

 

地区を繋ぐ主要道であり,江戸時代より羽田で水揚げ

された海産物の運搬ルートであった. 

(２)史跡―当地区には｢祠｣がいたるところに存在し,  

そのなかでも｢五十間鼻無縁仏堂｣は、地区内で最も海

に近い祠であることから,現在も多くの漁師が参拝に

訪れる.さらに多摩川沿いには｢レンガの護岸｣が約１

km にわたって残っている.かつての多摩川は頻繁に洪

水を起こしていたため,1918(大正７)年の河川修繕工

事で作られ,1928(昭和３)年まで使用された.残存する

その面影は,羽田地区を洪水から守っていた当時の様

子を伝えてくれよう.｢看板跡｣では,隣接する東京国際

空港が有名になったことで,看板の広告収入のみで生

計を立てることができたという.現在は使われていな

いが看板の鉄筋が残っており,当時の事業開発による

影響の大きさを感じることができる. 

 (３)人との繋がり―｢羽田三丁目･六丁目｣の辺りは,

住宅地が密集しており,細く入り組んだ路地のいたる

ところに床屋･風呂屋･蕎麦屋が一揃いで存在していた.

また質屋も多く存在し,鍋などの生活必需品を質に入

れていたため,住民同士の付き合いや質屋と住民の信

頼関係が成り立っていたと言われる.また羽田地区は

｢町内会｣の区分けが細かく,13 町会と数も多いため町

内会ごとに人々の結束が強いとされる.｢羽田弁｣は羽

田地区の漁師が使用する言葉であり,海上で会話する

ため,短い言葉を大きな声で話す点が特徴であり,荒々

しいが海上でコミュニケーションをとるための重要な

言葉であるといえる. 

 以上より羽田地区の地域特性として,漁師町の面影

や海にまつわる史跡が多く残っており,海の文化が蓄

積されている実態が捉えられた.また古くから人と人

との繋がりを垣間見ることができ,当地区を学ぶうえ

では貴重な資源が多数捉えられたと認識する. 

１：日大理工･学部･海建 ２：日大理工･教員･建築 ３：日大理工･教員･交通 ４：日大理工･院･不動産  

Table 1. Outline of a research (This is original table my authors) 

調査方法 文献調査[1]～[4] 
羽田地区を有識者※と 

まち歩きしながらヒアリング

調査期間 2011年８月４日～９月20日 2011年９月７日 

調査項目 羽田地区歴史的変移 
羽田地区の地域特性 
(風習や歴史的資源) 
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特徴 地点 地域資源 内容 

まちの骨格 

― 方位付け 
地区方向の呼び方が存在し,多摩川方面を｢おもて｣,大森方面を｢うら｣,海老取川方面を｢し

も｣,萩中方面を｢かみ｣とする 

① 本羽田通り 
本羽田通りの幅員は江戸時代から変わっておらず,その当時においてこの道幅は広かったため

主要な通りであった 祭りの際には多くの夜店が連なり,漁師も着飾るほど賑わった 

― 七曲り 細く入り組んだ路地を７回曲がり,｢おもて｣と｢うら｣を繋ぐ道として祭りの際は神輿が通る 

② 羽田道 羽田地区と大森地区を繋ぐ道であり,江戸時代より海産物の運搬に利用された 

史跡 

③ 祠 羽田地区には祠がいたるところに存在し,多くの漁師が参拝に訪れた 

④ 五十間鼻無縁仏堂 
羽田地区の数ある祠のなかで,最も海に近い場所に位置していることから,現在も多く漁師が

参拝に訪れる 

― レンガの護岸 
当時の多摩川は頻繁に洪水を起こしていたため,1918(大正７)年の河川修繕工事で作ら

れ,1928(昭和３)年まで使用された 

⑤ 看板跡 空港ができたで,ここの看板の収入はそれのみで生活ができるほど高いものであった 

⑥ 穴守稲荷神社 羽田空港地区にあった穴守稲荷神社を第二次世界大戦後にこちらに移転した 

人との繋がり 

― 羽田三丁目･六丁目 
住宅地が密集しており,細く入り組んだ路地が多くあり,床屋･風呂屋･蕎麦屋が一揃いとなっ

て多く存在した 質屋も多く存在し,鍋などの生活必需品を質に入れていた 

― 町内会 羽田地区は町内会の区分けが細かく,数も多い(13町会) 

― 羽田弁 羽田地区の漁師が使用する言葉も存在し,海で会話するため,大きな声で短い言葉で話す 

その他 
― 水田 この辺り一帯は田んぼであった 子供は遊びに夢中で肥溜めに落ちることもあった 

⑦ 多摩川 1940(昭和15)年頃,子供達は多摩川で水遊びをしていた 

 

Table 2. The local characteristic of the Haneda district (This is original table my authors) 
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Figure 1. Haneda district (This is original figure my authors) 
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